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１．はじめに

　日本の個人金融資産運用の特徴として、現預金

の比率が高いことが指摘されている。株式や投資

信託などのリスク資産の保有比率は、米国や欧州

諸国に比べて低い（伊藤他［2017］）。この理由は、

標準的資産選択理論からは、期待収益と危険回避

度の国際的な差に求められる。しかし、Kinari

［2007］、伊藤他［2017］によれば、危険回避度

や収益率で日米の差を説明できる部分は小さいこ

とが示されている。

　リスク資産保有比率を説明する上で、注目され
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　本稿では、危険回避度、時間割引率という資産選択に関わる標準的な個人属性に加えて、金融知識と金融知識
に対する自信過剰が日本の個人のリスク資産選択と資産保有に与える影響を実証的に分析し、次の二つの結果が
得られた。第一に、リスク資産比率は、家計資産運用決定者の危険回避度に加えて、金融知識の高さと金融知識
に対する自信過剰の影響を受ける。第二に、金融知識は資産保有額を増やす方向で影響を与え、金融知識に対す
る自信過剰も金融資産保有額を増加させる。
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